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1769 
A report is made of a case of foreign body calculus in the urinary bladder 
which was found 21 months after an accidental stab wound in the periproctal region. 
A foreign body calculus was found rentgenologically and extracted through a 
sectio alta operation. The calculus was composed mostly of phosphate, having a 
chip of bamboo as kernel. 
The authors have reviewed same cases reported in Japan and discussed i) sex 
and age of the patients, i) varieties of foreign body, ii) symptoms and signs, and 




















が，創傷は閉鎖することなくして凄孔化しp 排膿がつ いた．跨脱粘膜はp 浮腫状に腫脹し，ところどころ向
ずいた.1958年8月lこいだりp 創口はやっと閉鎖した 色苔および塩類を付着していた．この勝脱内中央にp
がp さらに，翌年1月頃から排尿時痛を覚え，薄い血 横位で細長く p レ線像とよく一致する異物がみとめら
性の瀦濁尿を排出するようになった．以来，尿意頻数 れた．これを鉛子で挟んで橋出した．異物摘出後は硫





とめない.lI図ぷに約3cm長の癒痕がみられる．血液 りp 尿中血球はみられなくなり p わずかに結石（砂）
の涼険査成約(;t＇正常である． を混ずる程度になった． 7日目抜糸， 11日目にネラト







め，ネラト ン・カテーテルを経尿道的に勝脱内に挿入 析の結果は，表 lの通りである．すなわち，燐酸塩p
しておきp 腰麻のもとでP 高位切闘をもって勝ID'tを関 とくに燐酸カルシュームを主成分としP その他に燐酸
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﹈ ? ? ? ? ?
一｜竺ピ劃主 ［？療法川苧留期間｜ ｜ 
日｜以r~1，淵濁 r(rtH！.，下腹部11語 Ir品位切開｜
約 1年｜ ｜高位切開
約 6年 ｜会問l1fi1U同llf~ ＇:IJ ；高位切明 確酸塩紡石
約 3年｜ ｜高位切開i燐酸塩結石









約 13年 ｜額以，排以終 偶 l1fi，血尿｜高位切iml事.＇i
｜一同一；
囚16）川町♀l131柿の木より竹の切株上に転落
瀬ll) : 1928 不洋l不~fl竹の切株上に転落
賀2> i 1936 I合 I11 i木より落ち，白啓却に刺入 ｜ 
施5) I附 i合I11 I柿の木より落ち，大腿部に刺入｜
原山い9381合
矢，｛也12> 1 1940 1合




11 ！堀尾，他剖 i1943 
12 関村，他2>I 1943 
13 ！小 山川い949
14 中曾根，他13iI 1952 
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